	NHK、クローズアップ現代、　2月9日(月)　放送
“治る力”を呼び起こせ～「統合医療」の可能性～
煎じた野草を飲んだり、つぼを刺激したりといった、かつては民間療法として片づけられてきた様々な治療法が、今改めて見直されつつある。病気の原因を明らかにし、それを取り除く近代西洋医療だけでは治せない症状もある事が次第に明らかになってきた中で、体のバランスを取り戻させて治癒力を高める、代替・伝統医療を組み合わせた「統合医療」という考え方を取り入れる施設が、日本でも急速に増えているのである。１月３１日、東京で統合医療についての世界的な会議が開催され、統合医療の世界的な権威であるアリゾナ大学のアンドルー・ワイル教授が来日する。ワイル教授へのインタビューと日本での現状を通して、統合医療の可能性と課題を明らかにしていく。（NO.1862）

スタジオゲスト：

渥美　和彦さん（日本統合医療学会代表：東京大学名誉教授）

スタジオ出演：

小出　五郎（ＮＨＫ解説委員）
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	●アンドルー・ワイル博士（アリゾナ大学医学部教授）　・・・「統合医療」の第一人者。
現在、自らも患者の診療に当たる傍ら、大学で統合医療プログラムのディレクターを務め、医師や医学生の教育にあたっている。

□　ワイル博士のホームページ　”DrWeil.com（ドクター・ワイル・コム）”
▽　http://www.drweil.com/app/cda/drw_cda.html
□主な著作：▽『癒す心、治る力』（角川書店）▽『ナチュラル・メディスン』（春秋社）

●統合医療に取り組んでいる医療機関・統合医療ビレッジ
・・・連絡先、治療メニューについては、ホームページを参考にしてください。　
▽[ホームページ]　http://www.im-village.com
※西洋医学の診断を行う内科クリニックは、保険診療。伝統医療・代替医療を採り入れたクリニックは、保険のきかない自由診療です。一つの病院では、保険診療と自由診療を一緒に行うことが出来ないのでフロアごとに独立したクリニックとなっています。

●統合医療に取り組んでいる医科大学付属病院
東京女子医科大学付属青山自然医療研究所クリニック[電話]０３－５４１１－７１９２
※（電話受付：月から金１０：００～１７：００（祝祭日を除く） / 土９：００～１２：００）※統合医療ビレッジと同様に、このクリニックも自由診療なので、保険診療が中心の東京女子医科大学病院とは、別の病院となっています。 
●第１回国際統合医療専門家会議
日本統合医療学会が主催した日本で初めての＜統合医療＞に関する専門家たちの会議
▽　日本統合医療学会問い合わせ先：[ホームページ]　http://www.jact.gr.jp/jim/ 

	

	2月10日(火)放送　医者が来ない
～揺れる地域医療～
文部科学省の調査で、全国３分の２の医科系大学が医師の名義貸しを行っていたことが発覚。そのうち最も多い２４７人分の名義貸しが、北海道で行われていた。違法と知りながら病院側が名義貸しを大学に依頼した背景には、地方の深刻な医師不足があり、その実態が、病院長の証言などから浮き彫りになってきた。「名義貸し」の不正を行なった地方病院に対しては、いま相次いで保険医指定取り消しの処分が行われている。その大半は事実上の閉院に追い込まれ、地域医療に大きな波紋が広がっている。また医師確保の見返りとして、北海道や東北の多くの自治体が、大学の医局に「寄付金」という名目で数千万円もの謝礼金を送っていたことも明らかになってきた。
医師確保に苦悩する地方病院や自治体。地域医療を巡る構造的な課題を検証する。（NO.1863）

スタジオゲスト：

鎌田　實さん（諏訪中央病院医師）

スタジオ出演：

山田　真里（ＮＨＫ札幌局記者）
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	□　国立八雲病院（北海道・八雲町）▽［電話］０１３７６－３－２１２６
□　雄武町（おうむちょう）国民健康保険病院▽［電話］０１５８８－４－２５１７

	２月12日(木)放送　遺伝子組み換え生物の衝撃
●ホウレンソウの遺伝子を組み込んだ豚の開発
□　近畿大学先端技術総合研究所（和歌山県海南市）
●ワクチンとなる野菜：□　アリゾナ州立大学（アメリカ）
●スギ花粉症緩和米：　生物農業資源研究所（茨城県つくば市）
●「光るメダカ」※現在、販売を自粛しています。今月中に環境省に承認を求める申請書を提出し、その後専門委員会で検討されることになっています。
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